年次計画と長期計画
プロジェクトを完遂するために、ロータリー・クラブは目標を設定しなければなりません。長期目標は、クラブが持つ今後の構想を反映し、今後3年から5年の間にすべきことを明確にするものです。長期目標は、ロータリーの綱領の追求、ならびに効果的なクラブの要素を支援するものでなければなりません。
会長エレクトに就任後直ちに、クラブの他の指導者たちと共にクラブの長期目標を検討してください。これらの目標は、クラブが発展するにつれ更新すべきです。クラブの長期目標を変更する際には、全会員の意見を求めてください。クラブがまだ長期目標を設定していない場合は、目標の設定に時間を割きます。
クラブ合宿やクラブ協議会は、会員が共に、クラブの今後の構想を練るのにふさわしい機会です。クラブの他の指導者たちと共に、クラブの長期目標を立て、その目標に取り組むべき委員会と目標達成に必要な諸段階を決定してください。
会長エレクト研修セミナーの前に、「長期目標ワークシート」（補遺35）を使用して、クラブの長期目標の草案を作成してください。この用紙は、目標設定手続の第一段階に過ぎません。チームのほかのメンバーから支持してもらえる目標を設定するようにしてください。あらかじめ合意を得ておけば、会長就任年度に周知された明確な目標を掲げ、ロータリアンがその目標の達成に向けて励むことができます。
年次目標は、長期目標を1年ごとに分けたものです。会長エレクト研修セミナーにおいて、また、地区協議会においてはクラブの他の役員と共に、年次目標の設定を行うことになります。
「効果的なロータリー・クラブとなるための活動計画の指標」には、以下の主題に基づいた年次目標の分野があります。
• 会員増強
• 奉仕プロジェクト
• ロータリー財団
• 指導力育成
• 広報
• クラブ管理運営

効果的な目標設定の概要は、第2章「目標設定」にまとめられています。

補遺 35

長期目標ワークシート
クラブの現役員と次期役員と共に、以下のワークシートを使用し、クラブの長期目標を立て、それを検討し、更新してください。これらの実行手順が、年次目標を決定します。
現ロータリー年度　2008 ～

3～5年後の20 年度7月1日までに、ロータリー・クラブは、以下の目標を達成します。
会員増強 長期目標：
実行手順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予定時間枠

奉仕プロジェクト 長期目標：
実行手順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予定時間枠
ロータリー財団 長期目標：
実行手順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予定時間枠
指導力育成 長期目標：
実行手順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予定時間枠
広報 長期目標：
実行手順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予定時間枠
クラブ管理運営 長期目標：
実行手順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予定時間枠

その他 長期目標：
実行手順                                          予定時間枠
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